
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
接
点
』
実
践
報
告
　
①

創
立
60
周
年
に
見
つ
め
な
お
す
「
ふ
る
さ
と
き
ん
め
い
」

加
賀
市
立
金
明
公
民
館

〔
金
明
地
区
の
概
要
〕

　

金
明
地
区
は
加
賀
市
の
北
側
、
海
岸

線
に
位
置
し
、
八
町
か
ら
な
る
地
域
で

す
。
外
周
約
15
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

面
積
約
６
・
９
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

市
の
面
積
の
２
・
３
％
を
占
め
て
い
る
。

平
成
三
十
年
一
月
現
在
七
七
〇
世
帯
、

二
〇
〇
〇
人
が
住
み
、
市
の
人
口
の
３
・

１
％
を
占
め
て
い
る
。

　

地
域
は
八
つ
の
町
（
小
塩
辻
、
大
畠
、

千
崎
、
塩
浜
、
篠
原
、
篠
原
新
、
野
田
、

宮
地
）
を
金
明
地
区
と
し
、
そ
の
う
ち

四
町
が
海
沿
い
に
面
す
る
（
海
抜
５
ｍ

〜
10
ｍ
）、
な
だ
ら
か
な
台
地
（
海
抜

10
ｍ
〜
30
ｍ
未
満
）
に
田
畑
や
梨
畑
が

あ
り
、
八
町
は
田
園
を
挟
ん
で
等
距
離

で
ほ
ぼ
中
心
の
田
園
地
帯
に
小
学
校
と

保
育
園
、
そ
の
隣
に
公
民
館
が
隣
接
し

て
い
る
。

　

前
年
度
利
用
者
数
は
約
４
，
８
３
２

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
金
明
竹
」
国
の
天
然
記
念
物

　

金
明
地
区
の
名
前
の
由
来
は
、
真
竹

の
一
部
が
突
然
変
異
に
よ
り
発
生
し
、

明
治
天
皇
に
よ
り
命
名
さ
れ
、
昭
和
二

年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
し
の
は
ら
の
き
ん
め
い
ち
く
」

か
ら
き
て
い
ま
す
。

　

金
明
竹
保
存
会
（
篠
原
町
）
で
間
引

き
作
業
や
、雪
つ
り
、七
夕
ま
つ
り
（
育

成
地
）
を
実
施
し
保
存
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
三
年
九
月
に
周
辺
三
校
が

統
合
し
「
金
明
小
学
校
」
が
開
校
し
、

金
明
地
区
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
平
成

三
十
年
に
金
明
地
区
創
立
六
十
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

【
公
民
館
の
取
り
組
み
】

　

金
明
公
民
館
の
中
に
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

区
の
各
種
団
体
と
関
係
機
関
か
ら
成
る

組
織
は
約
八
十
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り

四
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
行
事
等
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
か
ら
取
り
組
み
事
例
と
し
て
五
点
の

活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
新
成
人
と
語
る
会

　

主
催
は
保
健
部
で
す
。
毎
年
四
月
の

第
一
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
加
賀
市
成

人
式
に
あ
わ
せ
て
式
典
を
済
ま
せ
た
後

食
事
を
し
な
い
で
公
民
館
に
集
ま
り
、

午
後
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
は
、
一
人
暮
ら
し
を
す
る
子
息
の

健
康
や
食
生
活
を
思
う
親
御
さ
ん
の
気

持
ち
が
形
と
な
り
、
平
成
十
九
年
か
ら

金
明
小
学
校
卒
業
生
を
対
象
に
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
加
賀
市
内
で
は
金
明

地
区
だ
け
が
実
施
し
て
い
る
特
色
あ
る

行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
は
同
級
生
や
当
時
の
六
年
生
担
任

と
の
再
会
、
当
時
の
小
学
校
行
事
の
ビ

デ
オ
の
放
映
等
や
、
近
況
報
告
に
小
学

校
校
歌
斉
唱
な
ど
。
当
時
の
給
食
を
提

供
し
、
会
食
後
に
は
食
生
活
へ
の
関
心

と
健
康
管
理
の
大
切
さ
を
保
健
部
長
が

話
し
考
え
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
地
区
の
良
さ
を
再
確
認
し
関
心

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活
動
へ

の
参
加
の
き
っ
か
け
作
り
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

会
を
通
じ
て
、
郷
土
愛
を
譲
成
す
る

こ
と
で
金
明
竹
の
よ
う
に
し
っ
か
り
と

加賀市立金明地区会館（金明公民館）
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地
域
に
根
付
き
将
来
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
た
事
業
と
な
っ
て
お
り
、

間
引
き
し
た
金
明
竹
の
一
節
を
記
念
品

と
し
て
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
会
は
約
8

割
の
出
席
率
が
あ
り
、
平
成
三
十
年
度

は
全
員
の
出
席
が
あ
り
、
和
や
か
な
会

と
な
り
ま
し
た
。
知
名
度
も
上
が
っ
て

き
て
お
り
新
成
人
が
地
域
の
人
と
交
流

す
る
い
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
金
明
を
語
る
会

　

金
明
サ
ー
ク
ル
の
5
団
体
の
一
つ

で
、
平
成
5
年
に
発
足
し
、
現
在
会
員

は
、
平
均
年
齢
70
歳
代
と
高
齢
化
で
す

が
、
元
気
に
35
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
が
講
師
と
な
り
、
金
明
地
区
内

を
中
心
に
加
賀
市
内
外
の
名
所
旧
跡
め

ぐ
り
で
調
査
、
研
究
を
し
て
郷
土
学
習

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
と
秋
に
は

ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
、
バ
ス
研
修
会
で
県
外

に
も
行
く
ほ
か
、
映
像
学
習
会
と
し
て

公
民
館
内
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
や
健
康
体
操

な
ど
の
活
動
も
有
り
、
手
芸
教
室
に
水

引
工
芸
や
絵
手
紙
と
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん

だ
充
実
し
た
内
容
で
年
間
12
回
ほ
ど
の

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
一
回
、
奉
仕
活
動
と
し
て
日
頃
利

用
し
て
い
る
公
民
館
の
除
草
作
業
や
植

木
の
剪
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
は
発
足
二
十
周
年
に
記
念
誌
を
発

刊
し
て
お
り
、
地
区
の
歴
史
を
学
び
金

明
の
よ
さ
を
再
発
見
し
、
見
つ
め
直
す

い
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
、
金
明
地
区
見
守
り
支
え
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
活
動

　

主
催
は
環
境
福
祉
部
と
金
明
社
会
福

祉
協
議
会
で
す
。

　

会
の
組
織
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
全
部
の
関
係
団
体
と
機
関
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
は
毎
年
、
福
祉
協
力
員
と
し
て

八
町
よ
り
一
人
の
推
薦
者
を
出
し
て
市

よ
り
委
任
状
の
交
付
を
受
け
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

協
議
会
の
目
的
は
町
ぐ
る
み
に
よ

る
「
見
守
り
」「
見
回
り
」「
支
え
あ
い
」

活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
が
い
が
あ
る
方
が
安
全
・
安
心
の
暮

し
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

会
は
、
子
ど
も
委
員
会
と
高
齢
者
委

員
会
の
二
つ
に
分
か
れ
て
活
動
を
し
ま

す
。
子
ど
も
委
員
会
は
小
学
校
育
友
会

役
員
が
主
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
登

下
校
の
見
回
り
な
ど
は
、
児
童
の
親
に

共
働
き
が
多
い
た
め
に
、
そ
の
活
動
は

老
人
会
が
代
わ
り
に
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
で
す
。

　

高
齢
者
委
員
会
は
地
区
に
い
る
五
名

の
民
生
委
員
を
主
に
、
各
町
の
一
人
暮

ら
し
の
方
な
ど
を
見
守
り
、
町
の
区
長

と
情
報
を
共
有
し
相
談
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

各
委
員
会
は
役
割
を
決
め
、
各
町
の

緊
急
時
の
連
絡
先
一
覧
表
の
作
成
や
、

普
段
か
ら
声
か
け
、
ご
近
所
同
士
の
つ

な
が
り
で
顔
が
見
え
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
に
は
、
市
の
社
会
福

祉
協
議
会
よ
り
そ
の
取
り
組
み
が
認
め

ら
れ
て
、
み
ま
も
り
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
の
金
明
地
区
の
事
例
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
年
一
回
春
に
全
体
会
議

を
開
催
し
て
お
り
市
の
社
会
福
祉
協
議

会
と
共
に
打
合
せ
、
資
料
を
作
り
今
後

の
目
標
な
ど
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

会館敷地内の除草作業

分科会（各町）模様

「新成人と語る会」模様（H30.4.1）
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た
る
出
来
事
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
は
、

金
明
八
町
の
各
町
の
編
集
委
員
が
担
当

し
、
み
ん
な
で
作
っ
た
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

金
明
地
区
の
未
来
を
考
え
る
上
で
貴

重
な
史
料
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
明
る

い
金
明
・
豊
か
な
金
明
・
活
力
あ
る
金

明
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
共
に
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
寄
与
す
る
記
念
誌
が
完

成
し
ま
し
た
。

活
動
開
始
に
あ
た
り
前
年
度
末
に
活
動

報
告
と
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
今
年
度
へ
の
申
し
送
り
と
確
認
を

し
、
次
に
繋
が
る
活
動
と
し
て
い
ま
す
。

四
、
金
明
ク
ラ
ブ

　

主
催
は
教
育
部
で
す
。
平
成
十
四
年

に
「
ゆ
と
り
教
育
」
完
全
学
校
週
五
日

制
の
実
施
に
伴
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
に
て
同
年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

金
明
小
学
校
の
全
児
童
が
対
象
と

な
っ
て
い
て
、
平
成
三
十
年
度
は
九
二

名
の
児
童
が
元
気
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

実
施
場
所
は
金
明
小
学
校
と
金
明
公

民
館
に
分
か
れ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
新

年
度
初
め
に
小
学
校
に
児
童
の
ク
ラ
ブ

に
希
望
の
調
査
と
振
り
分
け
作
業
を
お

願
い
し
て
お
り
、
小
学
校
と
連
携
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
当
初
は
月
に
二
回
の
土
曜
日
に

活
動
を
行
っ
て
き
た
が
現
在
は
年
間
八

回
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
講
師
は
地
域
の
「
町
の
先
生
」

と
育
友
会
が
担
当
し
て
、
現
在
は
ド
ッ

チ
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
将
棋
、
抹
茶
、
水

引
工
芸
、
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
画
の
6

つ
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
あ
り
、
年
間
を
通

し
て
一
つ
の
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
ま
す
。

　

児
童
は
活
動
を
通
じ
て
新
し
い
知
識

の
習
得
や
思
考
力
の
向
上
、
礼
儀
作
法
、

な
ど
を
体
感
し
、
心
身
の
健
全
化
が
み

ら
れ
る
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

活
動
拠
点
と
し
て
開
か
れ
た
公
民
館
を

よ
り
身
近
な
存
在
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

五
、
創
立
六
十
周
年
記
念
誌
の
発
刊

　

平
成
三
十
年
に
、
地
区
創
立
六
十
周

年
を
迎
え
る
の
を
期
に
、
平
成
二
十
七

年
に
記
念
誌
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
平
成
三
十
年
十
一
月
に
刊
行
し

ま
し
た
。

　

金
明
小
学
校
が
昭
和
三
十
三
年
九
月

に
開
校
し
、
同
時
に
金
明
地
区
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
は
約
八
十
名
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
金
明
の
自
然
・
動
植
物
、

古
代
、
中
世
、
近
世
、
近
現
代
は
専
門

の
先
生
方
に
執
筆
を
お
願
い
し
、
金
明

地
区
が
誕
生
し
て
か
ら
の
六
十
年
に
わ

金明クラブ開始式（５月）

記念誌刊行報告会（H30.11.25）で喜ぶ実行委員
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